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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第61期

第２四半期累計期間
第62期

第２四半期累計期間
第61期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (千円) 685,803 660,583 1,543,963

経常利益 (千円) 11,476 43,355 207,014

四半期（当期）純利益 (千円) 3,325 30,578 122,445

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 130,583 130,583 130,583

発行済株式総数 (株) 1,873,500 1,873,500 1,873,500

純資産額 (千円) 1,416,017 1,526,338 1,535,103

総資産額 (千円) 1,916,102 1,946,939 1,978,116

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 1.92 16.32 67.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 21.00

自己資本比率 (％) 73.9 78.4 77.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,751 △16,511 96,375

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 819 △7,491 △214,234

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 183,422 △39,151 183,388

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 803,859 623,744 686,898
 

　

回次
第61期

第２四半期会計期間
第62期

第２四半期会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.52 17.19
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、全国企業短期経済観測調査(短観)では大企業製造業の設備投資

計画は13.4％増と前回６月(12.7％増)から上方修正されたものの、大企業非製造業や中小企業では悪化しており、

鉱工業生産指数では15業種のうち10業種で生産指数が低下していることから、短観の設備投資計画が生産に結びつ

かなければ景気回復に暗雲が漂う先行き不透明な状況が続いております。また、個人消費は、公共料金や生活必需

品の値上げによる消費者物価の上昇により、国民実質所得はマイナスとなるなど、消費税増税前の駆け込み需要の

反動減の収束に手間取っている状況であります。

このような状況のもと、当社は自社及び自社製品の知名度の浸透に努め、既存製品の改良や性能向上による差別

化により新たな需要分野への展開・進出を図るとともに、生産性の向上とコスト削減により採算性を重視した経営

に努めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の受注につきましては、中小企業の設備投資計画は慎重姿勢を崩しておら

ず、また石油化学関連企業や電力会社関連企業からの受注減少などにより、756,201千円(前年同期比8.7％減)とな

りました。売上高につきましては、国内食品関連企業や国外企業への脱泡脱気ポンプの販売が好調であったもの

の、官公庁や石油化学関連企業への販売が低調であったことなどにより、660,583千円(同3.7％減)となりました。

営業損益は、採算性の高い製品が好調であったことや販売費及び一般管理費のコスト削減などにより、43,584千円

(同51.3％増)の営業利益となりました。営業外損益は経営成績に影響を及ぼす項目はなく、経常利益は営業利益と

ほぼ同額の43,355千円(同277.8％増)となりました。この結果、当第２四半期累計期間の四半期純利益は、30,578千

円(同819.6％増)となりました。

 

当社の製品別の業績は次のとおりであります。

[ポンプ製品]

　受注面では、製紙会社関連企業、石油化学関連企業、電力会社関連企業からの受注が減少したことなどにより、

315,789千円(前年同期比13.9％減)となりました。

売上高につきましては、国内食品関連企業や国外企業への脱泡脱気ポンプや電力会社関連企業への排煙脱硫用両

吸込みポンプの販売が好調であったことなどにより、303,800千円(同15.0％増)となりました。

 

[バルブ製品]

　受注面は、官公庁からの受注が減少したため、130,032千円(前年同期比19.4％減)となりました。

売上高につきましても、製鉄関連企業への販売が好調であったものの、官公庁への販売が大幅に減少したため、

60,934千円(同41.6％減)となりました。

 

[部品・サービス]

　受注面は、国内一般製造工場等からの引き合いは減少しましたが、官公庁からの受注は好調であったため、

310,379千円(前年同期比3.3％増)となりました。

売上高につきましては、官公庁や電力会社関連企業への販売が低調であったため、295,848千円(同6.8％減)とな

りました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して31,177千円減少し、1,946,939千円となりました。

その主な増減要因は、受取手形及び売掛金が50,657千円、仕掛品が21,732千円それぞれ増加したものの、現金及び

預金が69,154千円、商品及び製品が27,774千円、原材料及び貯蔵品が7,634千円それぞれ減少したことなどによりま

す。

負債につきましては、前事業年度末と比較して22,412千円減少し、420,600千円となりました。その主な増減要因

は、賞与引当金が16,820千円増加しましたが、支払手形及び買掛金が29,804千円、未払法人税等が9,952千円それぞ

れ減少したことなどによります。

また、純資産は、前事業年度末と比較して8,764千円減少し、1,526,338千円となりました。その主な増減要因

は、利益剰余金が四半期純利益を30,578千円計上したものの、株主配当金の支払のため39,342千円減少したことに

よります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物は、623,744千円となりました。

当第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、16,511千円の資金流出となりました。その主な要因は、税引前四半

期純利益を43,355千円、減価償却費を16,370千円それぞれ計上したこと、たな卸資産の13,676千円の減少や賞与引

当金の16,820千円の増加などの資金増加要因があったものの、売上債権が50,657千円増加したことや仕入債務が

32,244千円減少したこと、法人税等の支払25,373千円等の資金減少要因があったことなどによります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、7,491千円の資金流出となりました。その主な要因は、定期預金の払

戻しにより36,000千円の資金増加要因があったものの、定期預金の預入により30,000千円、有形固定資産の取得に

より11,251千円、無形固定資産の取得により2,240千円の資金減少要因があったことによります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、39,151千円の資金流出となりました。その主な要因は、株主配当金

の支払いにより39,151千円の資金減少要因があったことによります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発費の総額は、16,384千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,400,000

計 6,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,873,500 1,873,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 1,873,500 1,873,500 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 － 1,873,500 － 130,583 － 90,583
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

横田　博 広島県広島市南区 332 17.76

三浦　眞理夫 広島県広島市中区 160 8.54

横田製作所従業員持株会 広島県広島市中区南吉島一丁目３番６号 157 8.42

横田　義之 広島県広島市南区 120 6.41

広島信用金庫 広島県広島市中区富士見町３番15号 120 6.41

横田　征子 広島県広島市南区 120 6.41

横田　恭子 広島県呉市 89 4.78

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 57 3.06

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 56 3.00

三浦　治子 広島県広島市中区 40 2.14

計 － 1,253 66.92
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,872,900
 

18,729 －

単元未満株式 普通株式 600
 

－ －

発行済株式総数 1,873,500 － －

総株主の議決権 － 18,729 －
 

　(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式（自己保有株式）36株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 979,898 910,744

  受取手形及び売掛金 232,390 283,047

  商品及び製品 31,037 3,263

  仕掛品 48,969 70,701

  原材料及び貯蔵品 75,432 67,798

  その他 35,082 37,287

  貸倒引当金 △1,833 △2,260

  流動資産合計 1,400,978 1,370,583

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 60,859 58,837

   機械及び装置（純額） 84,043 78,233

   工具、器具及び備品（純額） 6,330 12,476

   土地 366,082 366,082

   その他（純額） 106 79

   有形固定資産合計 517,422 515,709

  無形固定資産 3,178 4,337

  投資その他の資産 56,537 56,308

  固定資産合計 577,137 576,355

 資産合計 1,978,116 1,946,939

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 110,535 80,730

  未払法人税等 27,050 17,097

  製品保証引当金 4,631 4,556

  賞与引当金 36,798 53,618

  その他 78,859 82,839

  流動負債合計 257,873 238,842

 固定負債   

  退職給付引当金 109,061 109,061

  役員退職慰労引当金 76,077 72,696

  固定負債合計 185,139 181,758

 負債合計 443,013 420,600

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 130,583 130,583

  資本剰余金 122,580 122,580

  利益剰余金 1,281,973 1,273,209

  自己株式 △34 △34

  株主資本合計 1,535,103 1,526,338

 純資産合計 1,535,103 1,526,338

負債純資産合計 1,978,116 1,946,939
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 685,803 660,583

売上原価 401,595 379,549

売上総利益 284,207 281,033

販売費及び一般管理費 ※  255,405 ※  237,449

営業利益 28,802 43,584

営業外収益   

 受取利息 20 13

 受取配当金 80 80

 受取家賃 624 594

 違約金収入 － 101

 作業くず売却益 721 614

 雑収入 656 658

 営業外収益合計 2,102 2,063

営業外費用   

 売上債権売却損 304 253

 売上割引 2,310 2,014

 株式公開費用 16,812 －

 雑損失 － 24

 営業外費用合計 19,427 2,291

経常利益 11,476 43,355

税引前四半期純利益 11,476 43,355

法人税等 8,151 12,777

四半期純利益 3,325 30,578
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 11,476 43,355

 減価償却費 17,308 16,370

 長期前払費用償却額 398 363

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △91 427

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △776 △75

 賞与引当金の増減額（△は減少） 61,704 16,820

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,880 △3,381

 受取利息及び受取配当金 △100 △93

 売上債権の増減額（△は増加） 11,916 △50,657

 たな卸資産の増減額（△は増加） 4,118 13,676

 仕入債務の増減額（△は減少） △33,974 △32,244

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 377 1,186

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △38,232 3,021

 小計 37,006 8,769

 利息及び配当金の受取額 100 93

 法人税等の支払額 △38,858 △25,373

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,751 △16,511

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △30,000 △30,000

 定期預金の払戻による収入 36,000 36,000

 有形固定資産の取得による支出 △4,915 △11,251

 無形固定資産の取得による支出 － △2,240

 その他 △265 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー 819 △7,491

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による収入 181,166 －

 自己株式の売却による収入 33,252 －

 配当金の支払額 △30,996 △39,151

 財務活動によるキャッシュ・フロー 183,422 △39,151

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 182,490 △63,154

現金及び現金同等物の期首残高 621,369 686,898

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  803,859 ※  623,744
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

運賃及び荷造費 9,596 千円 7,245 千円

役員報酬 34,780 〃 36,990 〃

給与手当 76,801 〃 77,842 〃

法定福利費 14,015 〃 15,249 〃

賞与引当金繰入額 47,794 〃 27,832 〃

退職給付費用 3,120 〃 2,091 〃

役員退職慰労引当金繰入額 2,880 〃 2,910 〃

旅費及び交通費 16,097 〃 15,080 〃

支払手数料 12,954 〃 14,552 〃

減価償却費 1,966 〃 2,242 〃

     
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

現金及び預金 890,859千円 910,744 千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△87,000〃 △287,000 〃

現金及び現金同等物 803,859千円 623,744 千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 30,996 400.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

当社は、平成25年６月13日付で株式会社大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)市場に上場いたしました。

この株式上場にあたり、平成25年６月12日を払込期日とする有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)に

よる新株式の発行及び自己株式の処分により、資本金及び資本準備金がそれぞれ66,240千円、その他資本剰余金が

31,997千円増加しております。また、平成25年７月12日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに

関連した第三者割当増資により、資本金及び資本準備金がそれぞれ24,343千円増加しております。

この結果、当第２四半期会計期間末において、資本金が130,583千円、資本剰余金が122,580千円となっておりま

す。

なお、ＪＡＳＤＡＱ市場は、平成25年７月16日の現物株市場の統合により株式会社東京証券取引所となっており

ます。

 

当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 39,342 21.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はポンプ及びバルブの製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載しており

ません。
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(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 １円92銭 16円32銭

　(算定上の基礎)   

　　四半期純利益金額(千円) 3,325 30,578

　　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 3,325 30,578

　　普通株式の期中平均株式数(株) 1,734,093 1,873,464
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

　

平成２６年１１月７日
 

株  式  会  社    横  田  製  作  所

　

取    締    役    会      御    中
 

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    工    藤    重    之    ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮　　本   芳　　樹   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社横

田製作所の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの第６２期事業年度の第２四半期会計期間（平成２６年

７月１日から平成２６年９月３０日まで）及び第２四半期累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社横田製作所の平成２６年９月３０日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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